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「
な
ば
り
」
の
地
名

　

私
た
ち
が
住
む
名
張
の
地
名
「
な
ば

り
」
は
、
と
て
も
古
く
か
ら
使
わ
れ
て

き
た
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
「
な
ば
り
」
が
文
献
上
、
初
め
て
あ

ら
わ
れ
る
の
は
「
古
事
記
」
安あ
ん
ね
い寧
天
皇

の
条じ
ょ
うで
す
。
古
事
記
は
現
存
す
る
日
本

最
古
の
歴
史
書
で
、
８
世
紀
初
め
（
今

か
ら
お
よ
そ
１
３
０
０
年
前
）
に
編
さ

ん
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
古
事
記
」
で
は
、
安
寧
天
皇
の
子
・

師し
き
つ
木
津
日ひ
こ
の
み
こ
と

子
命
の
子
の
一
人
が
伊
賀
の

須す
ち知
の
稲い
な
ぎ置
、
那な
ば
り
婆
理
の
稲
置
、
三み
の野

の
稲
置
の
祖
先
で
あ
る
と
す
る
伝
承
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
稲
置
」
と
は
地

方
官
の
こ
と
で
、
須
知
が
矢
川
郷
の
古

称
で
、
那
婆
理
は
箕
曲
中
村
・
瀬
古
口

を
中
心
と
す
る
地
域
、
三
野
が
小
波
田

付
近
で
す
。
こ
の
時
代
の
「
那
婆
理
」

と
称
さ
れ
た
場
所
は
箕
曲
中
村
・
瀬
古

口
を
中
心
と
す
る
地
域
で
し
た
。

　
古
事
記
の
８
年
後
に
完
成
し
た
「
日

本
書
紀
」
で
は
、
孝
徳
天
皇
大
化
二

年
（
６
４
６
）
正

し
ょ
う
が
つ
の
じ
ょ
う

月
条
に
「
凡お
よ
そ
畿

内
は
、
東
は
名な
ば
り墾
の
横よ
こ
か
わ河
（
名
張
川
）

よ
り
こ
の
方
、
南
は
紀
伊
の
兄せ
の
や
ま山
（
和

歌
山
県
伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
背
山
）
よ

り
こ
の
方
、
西
は
赤
石
（
兵
庫
県
明
石

市
）
の
櫛く
し
ぶ
ち淵
よ
り
こ
の
方
、
北
は
近
江

の
狭さ
さ
な
み
々
波
の
合お
お
さ
か
や
ま

坂
山
（
滋
賀
県
大
津
市

逢
坂
山
）
よ
り
こ
の
方
を
畿
内
国
と
す

る
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
畿
内
の
範

囲
を
規
定
し
た
記
述
で
、
畿
内
の
東
端

は
名
墾
の
横
河
と
し
て
お
り
、「
名
墾
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
古
代
最
大
の
戦
争
で
あ
る

壬じ
ん
し
ん申の
乱
の
こ
と
を
記
し
た
天
武
天
皇

元
年
（
６
７
２
）
六
ろ
く
が
つ
の
じ
ょ
う

月
条
に
は
「
夜

半
に
及
び
て
、
隠
な
ば
り
こ
ほ
り
郡
に
到い
た
り
、
隠な
ば
りの

駅う
ま
や家
を
焚や

く
」
と
あ
り
、
大お
お
あ
ま
の
お
う
じ

海
人
皇
子

（
の
ち
の
天
武
天
皇
）
の
軍
が
壬
申
の

乱
の
際
に
、
吉
野
か
ら
東
の
国
の
美
濃

に
向
か
う
途
中
に
隠
の
駅
家
を
焼
い
た

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
こ
に
あ
る「
駅

家
」と
は
役
人
の
た
め
の
宿
泊
施
設
で
、

「
隠
な
ば
り
の
う
ま
や

駅
家
」
は
今
の
箕
曲
中
村
・
瀬
古

口
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
横

河
（
名
張
川
）
の
南
側
に
あ
り
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
「
隠
」
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
壬
申
の
乱
後
、
大
海
人
皇
子
が

凱
旋
で
都
に
戻
る
と
き
に
名
張
で
一
泊

し
ま
す
。
天
武
天
皇
元
年
（
６
７
２
）

九く
が
つ
の
じ
ょ
う

月
条
に
「
名
張
に
宿
る
」
と
記
さ

れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
「
名
張
」
と
な

っ
て
い
て
、同
年
で
「
隠
」
と
「
名
張
」

の
使
い
分
け
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
使
わ
れ
て
い
る
二
文
字
の
「
名

張
」
は
こ
の
記
述
が
文
献
上
の
初

見
と
な
り
、「
名
張
」
は
朱

し
ゅ
ち
ょ
う鳥
元
年

（
６
８
６
）
六
月
条
に
も
「 

庚か
の
え
と
ら寅 

に 

名な
ば
り
の
く
り
や
の
つ
か
さ

張
厨
司 

に
災ひ
つ
け
り
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。「
厨
く
り
や
の
つ
か
さ
司
」
は
朝
廷
に
食

料
を
献
上
す
る
と
こ
ろ
で
、
簗や
な
せ瀬
（
現

在
の
旧
市
街
地
）
に
あ
り
ま
し
た
。
簗

瀬
は
横
河
（
名
張
川
）
の
北
側
に
あ

り
、
ま
た
、
都
に
凱
旋
す
る
に
は
、
朝

に
名
張
川
を
渡
り
、
都
入
り
す
る
の
が 

吉き
ち
じ
ょ
う
祥
で
あ
る
た
め
、
大
海
人
皇
子
が
壬

申
の
乱
後
の
凱
旋
時
に
、
畿
内
に
入
ら

ず
に
横
河
の
手
前
で
宿
泊
し
た
と
す
る

と
、
横
河
を
境
に
北
を
「
名
張
」、
南

を
「
隠
」
と
使
い
分
け
た
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

昭
和
49
年
発
行
の
名
張
市
史
を
執
筆

さ
れ
た
中
貞
夫
氏
も
『
名
張
の
歴
史
』

で
「
ナ
バ
リ
の
語
原
が
、『
か
く
れ
る
』

と
い
う
地
形
、
あ
る
い
は
、『
は
る
』
と

い
う
早
期
開
発
に
、
な
ん
と
な
く
関
係

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
名
墾
」

は
「
有
名
な
開
墾
地
」、「
隠
」
は
「
大

和
か
ら
み
て
隠
れ
て
い
る(

古
語
で
ナ
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バ
ル)

土
地
」
の
意
味
と
す
る
も
の
と

考
え
る
な
ら
、
畿
内
の
東
端
で
あ
る
横

河
の
南
（
畿
内
）
は
「
隠
」
を
、
横
河

の
北
（
東
の
国
）
は
「
名
張
」
と
し
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
万
葉
集
」
に
は
「
隠
」
を
詠よ

み
込

ん
だ
歌
が
三
首
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
私
た
ち
が
よ
く
耳
に
す
る

の
は

我わ

が
背せ

こ子
は
　
い
づ
く
行
く
ら
む
　
沖お

き
つ

藻も

の
隠な
ば
りの
山
を
　
今
日
か
越
ゆ
ら
む

で
、
古
く
か
ら
万
葉
秀
歌
と
し
て
多

く
の
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
歌
で
す
。

当た
ぎ
ま
の
ま
ひ
と
ま
ろ

麻
真
人
麿
の
妻
が
天
皇
の
東
あ
づ
ま
の
く
に国

行ぎ
ょ
う
こ
う
幸
に
加
わ
っ
た
夫
の
旅
路
を
思
っ

て
詠
ん
だ
歌
で
、
近
鉄
名
張
駅
西
口
側

の
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
横
に
万
葉
歌
碑

が
建
っ
て
い
ま
す
。「
隠(

な
ば
り)

の
山
」
は
「
隠(

か
く
れ
る)

」
で
は

な
く
「
隠(

な
ば
り)

」
と
よ
む
と
本

居
宣
長
が
唱
え
る
ま
で
は
「
隠(

か
く

れ)

の
山
」
と
詠よ

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
平
安
時
代
に
で
き
た
百

科
辞
典
の
よ
う
な
「
和
わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
う
し
ょ
う

名
類
聚
抄
」

に
は
「
伊
賀
國 

名
張 

奈
波
利
」
と
あ

り
ま
す
。「
奈
波
利
」
は
奈
良
県
明
日

香
村
の
石
神
遺
跡
で
出
土
し
た
７
世
紀

後
半
ご
ろ
の
荷に
ふ
だ
も
っ
か
ん

札
木
簡
に
も
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
「
奈
波
利
」
は
平
仮
名

の
な
か
っ
た
時
代
に
「
名
張
」
の
フ
リ

ガ
ナ
と
し
て
か
か
れ
た
文
字
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

名
張
の
地
名
「
な
ば
り
」
は
、
こ

れ
ら
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
和
銅
六
年
（
７
１
３
）

『
二に
じ
か
め
い

字
佳
名
の
詔

み
こ
と
の
り』
で
、「
名
張
」
の

二
字
に
統
一
さ
れ
ま
す
。
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横
よこかわ

河（名張川・夏見大橋辺り）
この辺りで大海人皇子が名張川を渡った
と考えられています。

隠
なばりのうまや

駅家があったとされる場所（黒石遺跡）
瀬古口にあるホームセンター近く（平成 11年
ごろ撮影）

イワヤケ（宇陀川・現在の矢川橋辺り）
この辺りで大海人皇子が宇陀川を渡った
と考えられています。


